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令和４年９月13日  

 

 

【住宅火災における高齢者の被害状況について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 住宅火災における月別の死者数 

   住宅火災における月別の死者数をみると、11月が11人（21.2％）で最も多く、次いで２月が 

  ９人（17.3%）、12月が８人（15.4%）と続きます。 
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65歳以上 65歳未満

 郡山地方広域消防組合管内の過去10年間の統計をみると、住宅火災によって52人が亡くなっ

ており（放火自殺者を除く）、うち61.5％（32人）が65歳以上の高齢者となっています。 

 今後の更なる高齢化の進展とともに、高齢者の住宅火災における死者の増加が懸念されているこ

とから、改めて高齢者に火災予防を注意喚起するとともに、「住宅用火災警報器の設置・点検」

「住宅への消火器設置」「防炎品の使用」等を推進し、被害の軽減を図っています。 

 大切なおじいちゃん、おばあちゃんが火災の被害に遭わないよう、敬老の日は、家族や親せき、

地域で一体となり、身近な防火対策を考える日にしましょう。 
 

※ 統計は2012年から2021年までの10年間の数値。（「住宅用火災警報器の設置の有無別死者 

 発生状況」のみ2017年から2021年までの５年間の数値。） 

※ 死者数は放火自殺者を除いた数値。 

※ 小数点を含む数値は、小数第二位を四捨五入して表記。 

敬老の日に考えよう！ 
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２ 住宅火災における出火時間帯別の死者数 

   住宅火災における出火時間帯別の死者数をみると、23時台が14人（26.9%）で最も多く、次 

  いで２時台が５人（9.6%）、12時台、17時台、22時台が４人（7.7%）と続きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 住宅火災における主な出火原因別の死者数 

   住宅火災における主な出火原因別の死者数をみると、「たばこ」と「こんろ」が７人 

  （13.5%）で最も多く、次いで「ストーブ」が６人（11.5%）、「電気配線」が５人（9.6%） 

  と続きます。 
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４ 住宅火災によって死亡するに至った経過 

   住宅火災によって死亡した人の経過別状況をみると、73.1％の38人が「逃げ遅れ」によって 

  死亡しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 住宅用火災警報器の設置の有無別死者発生状況 

   死者が発生した住宅火災における住宅用火災警報器の設置状況をみると、「設置あり」で死 

  亡したのは３人で10.0％、「設置なし」で死亡したのは23人で76.7％、「不明」が４人で 

  13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発見が遅れ、気づいた時は火煙が回り、

既に逃げ道がなかったと思われるもの。 

17人（32.7%） 

避難行動を起こしているが、逃げ切れ 

なかったと思われるもの。 

12人（23.1%） 

逃げれば逃げれたが、逃げる機会を

失ったと思われるもの。 

６人（11.5%） 

判断力に欠け、あるいは体力的条件が悪く、 

ほとんど避難できなかったと思われるもの。 

２人（3.8%） 

延焼拡大が早かった等のため、

ほとんど避難できなかったと 

思われるもの。１人（1.9%） 

着衣着火し、火傷（熱傷）

あるいはガス中毒により 

死亡したと思われるもの。

３人（5.8%） 

不明・調査中 

11人（21.2%） 

住宅火災による 

死者数 

（2012～2021） 

52人 

 
逃げ遅れ 

38人（73.1%） 

 

設置あり 

３人（10.0%） 

不明 

４人（13.3％） 

設置なし 

23人（76.7%） 

住宅火災による 

死者数 

（2017～2021） 

30人 
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６ 高齢者を住宅火災から守るために 

 （１）住宅用火災警報器の設置と定期的な点検 

     住宅火災での死者発生要因で多いのは、発見が遅れ、気づい 

    た時は火煙が回り、既に逃げ道がなかったと思われる状況です。 

     このような状況を防ぐためには、寝室等に正しく住宅用火災 

    警報器を設置することがとても重要です。 

     また、住宅用火災警報器の電池は、約10年で切れるとされて 

    おり、長期間の使用により故障する可能性も考えられることか 

    ら、定期的な点検が必要です。ぜひこの機会に高齢者に代わり点検をしてあげましょう。 

 

 

 （２）住宅への消火器設置 

     火災が発生した時に被害を最小限にするためには、消火器に 

    より初期消火を行うことが重要です。消火器には、軽くて小さ 

    い住宅用のものや、スプレー式等様々な種類がありますので、 

    それぞれのご家庭に合った消火器を備えておくことを推奨します。 

 

  

 （３）防炎品の使用 

     火災発生時の急激な燃え広がりを防ぐために、カーテンやじ 

    ゅうたん、エプロンなどに燃えにくい素材で作られた防炎品を 

    使用することを推奨します。急な燃え広がりを防ぐことで、初 

    期消火の可能性を高めるとともに、避難の時間を確保すること 

    に繋がります。 

 

 

７ 住宅用火災警報器の取付け支援（住警器設置「孫の手作戦」） 

   住宅用火災警報器を取付けることが困難な世帯を対象に、 

  消防職員が直接訪問し取付けを行う支援を始めました。（無料） 

 

 （１）対 象  ① 65歳以上の方のみの世帯 

          ② 身体等に障害があり自ら設置することが困難な方のみの世帯 

          ③ その他、自ら設置することが困難と認められる世帯 

 （２）条 件  ① 住宅用火災警報器本体等を準備していること 

          ② 申込者もしくは申込者から委任を受けた方が立ち会うこと 

 （３）申込方法  郡山地方広域消防組合管内の消防署・分署等へ電話にて相談・申込み 

 
 

       

 


